
 

 

 

 

 

令和７年度 荒谷小だより  No.５ 天童市立荒谷小学校 
天童市大字荒谷７８５７番地 

校 長  菊地  
令和７年 ６月１２日（木） 

自分で社会を生き抜く「自ら・共に・しなやかに」の資質・能力育成  

  

 

 

 

  

自ら・共に・しなやかに 

 

自ら 
主体的に学ぶ力をつける 
そのために、教科の本質を大

切にした授業に心がけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に 

仲間と共に伸びる 

そのために、みんなで

学ぶ機会を創ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しなやかに 

荒谷魂を育てる 

本物の体験を十分に味

わわせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も「夢の木」が完成しました。R7 上期 
                                        裏面に写真を掲示しています 

【下学年】 

・テニス選手 ・バレーボール選手 ・チアガール ・サッカー選手(２) ・柔道の先生 

・パティシエ ・クッキー屋さん ・アイスクリーム屋さん ・お菓子屋さん 

・大金持ち(スポーツ選手)(４) ・大金持ち(会社の社長) ・総理大臣 ・アイドル 

・保育園の先生(３) ・保育士 ・学校の先生 ・警察官(２) ・警備員 ・看護師(３)  

・鉄道関係 ・Ⅴチューバ― ・動物園の飼育員 ・恐竜博士 ・イオンの店員さん 

・お母さんの店を継ぐ ・バスケやサッカーの大会で優勝したい 

【上学年】 

・体操選手 ・プロダンサー(２) ・サッカー選手 ・イラストレーター ・家具職人 

・お菓子屋さん(３) ・ドーナツ屋(２) ・お菓子関係の仕事 ・たこ焼き屋 

・歯医者さん ・警察官 ・鑑識 ・公務員 薬剤師 ・看護師 保育士  

・水族館の飼育員 ・ペットショップの店員 ・床屋さん ・美容師(３) ・知育玩具職人 

・漫画家 ・YouTuber(５) 

・キーパーで強いキックも止められるようになりたい ・早く寝る ・決断できる人 

・世界遺産世界一周旅行 ・一生楽しく暮らす ・自分が楽しいことや趣味を見つける 

・自分で考えて行動できるようになる ・周りを見て時間よりも早めに行けるようになる 

・１００M個人メドレー２分以内で泳ぐ 

 以上が「夢の木」に書かれた子供一人一人の夢です。複数の内容を書いた子供もいるので

合計と子供の数が違っています。このようにみると、どの子供もしっかり自分の考えている

ことがあります。私達が思っている以上に日々を生きているんだなと感動すらしてしまいま

す。ＰＴＡ総会でも申し上げました通り、「何のために勉強するのか」という問いに対して、

私は「夢の実現のため」と答えます。自分がなりたいものに向かうということは最大のモチ

ベーションであり、私たち大人はそれを支えていくことが役割であると思います。しかしな

がら、これから成長していく中で、もちろん夢や目標が変わることがあります。それもまた

ＯＫです。子供達はこれから経験していくことがたくさんあり、様々な影響を受けながら成

長していくからです。ただ、だからといって「勉強する」という根幹が変わるわけではあり

ません。どのような夢であったとしてもいつでも大切なものは必ずあります。 

つまり、私達がやろうとしていることは、今やっている学校での学習をより主体的に一人

一人が取り組めるようにすることです。学校の授業改善もその方策の一つですし、夢自学も

その方策の一つです。もちろん、体験活動や校外学習も大切な学びの場です。今後とも、保

護者・地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いしたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２日（月）よりたて割り清掃を始めました。コロナが落ち

着いた２年前に、様々な関わりの中で学校の教育活動を行いまし

ょうという考えのもとで再開しました。たて割り活動ですので、

リーダーになるのは５・６年生です。ぶどうの校章の思いにある

ように、団結や勤労の尊さ、香り高い文化の継承を、最も具体的

な形で表される活動なのではないかと思います。 

 今後のたて割り清掃をより充実したものにするために、次の日

の３日（火）朝に、５・６年生に話をする機会を設けました。養

護教諭の阿部先生からは掃除の仕方や振り返りについて確認が

あり、「掃除の時間をただ過ごすのではなく、心を磨く、心を整頓

する時間にしてほしい」というメッセージをもらいました。また、

教務主任の森谷先生からは「荒谷小は児童数が少ないのですが、

少ないからきれいにできないのではなく、少ない人数でもきれい

にできるんだというようにしていきたいですね」とエールをもら

いました。 

世界で活躍している著名人のなかにも、積極的にごみを拾うこ

とを心がけている人がいます。荒谷の子供達にも、自分がやった

ことは必ず自分の力になることを実感してほしいと思います。 

ごみは「護美」と書くこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たて割り清掃を始めました 社会科見学等で 

路線バスフル活用 
 ２年生の苗買い、公共施設利

用、４年生の県庁・文翔館見学等

に路線バスを活用しました。 

 荒谷四辻から天童駅方面、山形

駅方面へと行くことができるの

で有難いなと思います。子供達も

貴重な経験です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒谷小は『ぶどう』の

学校です vol.３  

 新しいツルが伸びてきていま

すが、風で折れてしまいます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


